
第３次舞鶴市ＤＶ対策基本計画（案）に対する意見の結果 
 
◆意見募集期間：令和７年１月２２日（水）～２月２１日（金） 

◆意見募集方法：郵送、FAX、電子メール、直接持参 

◆意見提出者数：１名 

◆意見数：５件 

 Ａ：意見を踏まえ修正等を行うもの（０件） 

Ｂ：意見の趣旨を今後の施策展開において検討するもの（０件） 

Ｃ：意見の趣旨が既に案に盛り込まれているもの（２件） 

Ｄ：意見に対する市の考え方を説明し、案通りとして理解いただくもの（３件） 

 意見の要旨 
処理 

区分 
意見に対する市の考え方 

１ 計画策定にかかる現状把握について 

 本計画に基づく施策の有効性を検証するためのアンケート調査が直近で

実施されていません。特に、最新のデータがコロナ渦中のアンケート結果

に基づいており、当時の特殊な状況を反映している可能性が高いため、現

時点の問題点が不明確なままとなっています。 

提案 

・最新の状況を正確に把握するため、再度アンケートを実施。 

・コロナ禍以前と現在の比較分析を行い、実態に即した対策を策定。 

Ｃ 

 

 

 

 

 

本計画の策定にあたっては、ご指摘のアンケート結果の

ほか、アンケート調査時点である令和２年度以降から現在

に至るまでの相談状況等についても勘案し、審議会等での

協議を重ねてまいりました。ついては、コロナ禍の特殊な

状況のみを反映したものでなく、協議時点における状況も

含めて策定したものであり、実態に即した内容としており

ます。 

なお、令和２年度に実施したアンケート調査は５年ごと

に実施することとしており、次回は令和７年度に実施する

予定です。 



２ 相談例や対応例が不足 

 本計画には、舞鶴市で実際に発生したDVの相談例や対応例が記載されて

おらず、具体的な問題点や改善策が明確になっていません。市民が安心し

て相談できる環境を整備するためには、実際の対応事例を示すことが不可

欠です。 

提案 

・過去の舞鶴市における具体的なＤＶ相談事例や対応内容を記載。 

・現在の支援体制における課題点を明確化し、改善策を提示。 

 

Ｄ 相談例や対応例は、相談者の安全を確保する観点から記

載いたしません。また、相談内容を明かすことは、たとえ

抽象的な内容であったとしても、心理的負担を抱えている

相談者にとって思いがけない不安につながってしまう等の

おそれもあることから記載しません。 

３  

具体的な提案や課題の記載が不足 

 本計画では、ＤＶ対策の方向性が示されているものの、実際の課題や改

善策が明確でなく、具体的な提案が不足しています。 

提案 

・現在の支援体制における具体的な問題点を整理し、対応策を明記。 

・他自治体の成功事例を参考にし、実施可能な施策を追加。 

 

Ｄ  本計画は、被害者の保護・自立支援に関する取組みの方

向性や方策を定めたものであり、相談内容や抱えている問

題、必要な支援や求められる対応等は、ケースによって

様々であることから、本計画で定める方向性や理念に基づ

き、ケースに応じた個別の対応を行うこととし、詳細まで

規定しておりません。 

４ 市役所の営業時間外や休日の対応が不明確 

ＤＶは突発的に発生するケースが多く、市役所の営業時間外や休日の相

談対応がどのように行われるのか記載がない点は重大な懸念事項です。 

提案 

・夜間や休日の緊急相談窓口の有無を明記し、必要に応じて設置。 

・24時間対応可能な専門機関との連携体制を強化。 

 

Ｃ  市役所閉庁時の対応や 24 時間対応可能な専門機関につ

いては、33 ページ「相談機関一覧」にてお示ししている

とおりです。連携体制の強化については、日頃から警察を

はじめとする関係機関と連携しており、閉庁時であっても

舞鶴市以外の機関にご相談いただき支援できるよう体制を

整備しています。 



５ 舞鶴市におけるＤＶ用シェルターや宿泊施設の有無の記載不足 

 ＤＶ被害者が緊急避難できる施設の有無について、本計画には具体的な

記載がありません。ＤＶ被害者が安全に避難できるシェルターの整備は重

要な要素です。 

提案 

・舞鶴市におけるＤＶ被害者向けシェルターの有無を明記。 

・シェルターがない場合、代替の宿泊施設や受け入れ体制の整備を検討。 

Ｄ  加害者に避難先を特定されるリスクを排除するため、存

在の有無を含め、シェルターや避難先については明記いた

しません。 

 


